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1．はじめに

1.1．学校現場における ICT 機器の普及
近年、学校現場において情報通信技術

（Information and Communication Technology: 

ICT）の普及が進んでいる。2020年から実施さ
れている小学校の学習指導要領では学校におい
て ICT環境を整え、それを活用した学習の充
実を図ることが明記されている１）。また、第 3

期教育振興基本計画では、学習者用のコン
ピュータや大型提示装置、超高速インターネッ
トの整備など学校の ICT 環境の整備の加速化
を図ることが明記されている２）。これまで体育
授業においてビデオカメラやタブレット端末等
の ICT機器を利用した授業事例や教育効果が
報告されている３－６）。河合ら（2018）は小学生
および中学生を対象に体育の授業中に実施した
ICT機器の活用方法について報告した４）。体育
授業における ICT機器活用のメリットは、学
習者の技能習得や意欲的な学習活動などをねら
いとして、効果的に動きの可視化が図れること
である。
また、学校現場にはスポーツや身体運動を素
材として計画的・組織的に行う体育授業に対し
て非好意的あるいは消極的態度をあらわす個人
の総称７）である「体育嫌い」の児童生徒がいる。
「体育嫌い」に関する研究は心理学領域を中心
に蓄積されている７－９）。「体育嫌い」を生み出

す要因となっている要素として、体育授業は競
争性がありスポーツパフォーマンスが明確に可
視化され、それらに優劣の評価がなされる場と
なっていることが挙げられている 10）。一方で、
体育授業において ICT機器を活用することは
児童生徒にとって自身のパフォーマンスや試合
の作戦を考える場として新たな価値を学校現場
に提供できる可能性が考えられる。このように
学校現場では ICT機器の活用による学習の充
実が求められており、ICT機器を活用した授業
実践や教育効果が期待されている。

1.2．大学体育における ICT 機器活用の検討
これまで ICT機器の活用に関する研究が報
告されている。CiNii Researchのキーワード検
索において、2022年 7月 18日時点の「大学体育」
の論文の検索結果は19,597件であった。一方で、
「大学体育」かつ「ICT」の検索結果は 25件であっ
た。その内、重複している論文や学会発表集を
除くと 16件であった（表 1）。
山﨑（2017）は ICT教材を用いた課題達成

型の大学体育が及ぼす効果について心理的側面
から検討した。調査の結果、ICT教材を活用し
た際と教員が示範を行う大学体育実技はほぼ同
様の効果がある可能性が示唆された 11）。道上
ら（2021）はバドミントンの授業における ICT

を活用した授業実践について、その教育的効果
を検討した。その結果、学生間や学生と教員間
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との対話的な取組みが増え、ICTがコミュニ
ケーションツールの 1つとして役立っていたこ
とを示した 12）。河合&清水（2016）はWebフォー
ムおよび SNSといった大学生にとって親しみ
やすい ICTサービスを使い、毎週の授業内容
の整理と日常の運動・スポーツ活動の振り返り
を行わせ、それらが体育授業以外の日常場面に
おける運動・スポーツ活用の実施に対してどの
ように影響するのかを検討した。その結果、体
育実技に加えて ICTを使った身体活動・運動
への意識づけを行うことが行動変容の程度を高
めることにつながることを示した 13）。これら
のことから、大学体育における ICTの活用は
教育効果が期待されている一方で、無料のアプ
リケーションを利用した ICT機器の活用によ
る教育効果を検討した研究は少ないと言える。

1.3．スポーツ現場における ICT機器の活用
スポーツ現場では様々な ICTを活用してトッ

プアスリートの強化が行われている。スポーツ
現場における ICTを活用した事例について、
スキージャンプの競技では撮影場所から映像の
閲覧場所まで 100m以上の距離を 40秒程度で
映像を転送する必要がある。三浦と清水（2019）
は、このような環境においてビデオカメラや無
線 LAN対応 SDカード、オートエンコーダ、
モバイルWi-Fi、ファイル転送アプリケーショ
ン、防塵防滴設計コンピュータ、クラウドスト
レージを用いてビデオフィードバックシステム
を構築し、ナショナルチームの合宿や試合で活
用したことを報告した 14）。レスリングの競技
では、対戦相手の動きを含めた二人の相対的な
動きを把握し、その場面に適した技能選択がで
きていたか、技を仕掛けるタイミングは適切で

表 1．大学体育および ICT に関する論文（CiNii Research の検索結果より作成）
年 タイトル

2008 ICTを活用したインターンシップ支援の試み
2009 体育系学部における ICTを活用したインターンシッププログラムの開発
2012 大学体育授業における ICT活用事例 : iPad2を利用したゴルフ授業（私の授業ノート）
2013 大学体育実技における ICT機器の活用 : グループ・ディスカッションの活性化を意図して
2014 携帯型心拍計を援用した大学体育授業の有用性 : 体力・体脂肪率に対する効果
2015 日本と中国との国際交流を取り入れた運動教室の試み
2015 紙媒体による運用を前提とした授業文書管理システムの構築とその汎用性
2016 大学体育授業における ICTサービスの活用が運動行動ステージに及ぼす影響
2017 ICT教材を用いた課題達成型大学体育が及ぼす影響について 

-初年次体育授業の主観的恩恵尺度（PBS-FYPE）の変容からの検討 -
2018 体育系大学のダンス授業における ICT活用によるダンス映像視聴・評価活動の実践
2019 体育系教員養成課程における ICTを活用した音楽の授業の試み
2020 音声通信・映像伝送機能を搭載した救護活動専用ヘルメットを用いたスポーツイベントでの救護活

動の効果の検証
2021 体育系教員養成における STEAM教育を応用した教科横断的学習の試み
2021 大学体育における ICTを活用したバドミントン授業の実践事例 : 

学生の主体的な学びを促す取組みに着目して
2022 ICTを用いた武道・伝統芸能におけるデモンストレーションビデオの効果検証 : 

海外在住者を対象としたアンケート調査からの検討
2022 コロナ過における大学体育の授業実践 

-日本福祉大学で開講されている一般スポーツ科目での取り組み -
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あったかを確認する必要がある。伊藤ら（2021）
はスポーツパフォーマンスコーチ（Sony IP&S 

Inc, Japan）を映像遅延再生装置として用い、ビ
デオカメラやサーバー、コントローラー、ディ
スプレイを使用して選手に映像をフィードバッ
クした 15）。このようにスポーツ現場では競技
特性に適した方法で映像が撮影され、選手へ
フィードバックされている。

ICTの中でも分析ソフトやアプリケーション
に着目してみると、運動を実施する者の動作分
析や試合分析には「Coach's Eye」（TechSmith 

Corporation） や「Dartfish Express」（Dartfish）、
SportsCode（Sportstec）という分析ソフトやア
プリケーションを用いられてきた 16-19）。また、
撮影された映像を数十秒後に遅延再生させて即
時フィードバックするために Dart Trainer Pro

（Dartfish） や Sports Movement Archiving and 

Requesting Technology system（国立スポーツ科
学センター）が活用されてきた 20, 21）。このよう
に、分析や即時フィードバックのためにソフト
やアプリケーションが開発され、運動を実施す
る者を対象に活用されている。しかし、学校現
場における ICT機器の活用に向けては ICT機
器が高価であることやセッティングに手間がか
かることが課題として挙げられている３）。その
ため、学校現場では無償あるいは低価格な ICT

機器を用い、簡便に設置や使用できるものが望
ましいと考えられる。
スポーツ現場と同様に ICT機器を活用する
ことで授業の質が向上し、スポーツを行う楽し
さや方法論に対して興味や関心をもち授業目標
の達成が期待できると思われる。今後はスポー
ツ現場における ICT機器の活用方法を体育授
業へ応用することができれば、学校現場への新
たな知見を得ることができると考えられる。そ
のため、ICT機器を活用した教育効果の検証を
実施する前に、まずはスポーツ現場における

ICT機器の活用方法を参考に体育授業への応用
方法を検討することが必須であると言える。

1.4．想定される授業内容
大学体育授業は、高校教育までに体験した競
争性を中心とした体育授業から転換する必要が
あると考える。一般的に大学 1-4年生を対象に
全 15回の授業の中で複数の種目を実施する大
学、特定の種目や期間を選択し実施する大学等、
各大学でカリキュラム構成に特色がある。本稿
ではバドミントン、バレーボール、テニスを対
象に検討する。大学体育授業の展開において
ゲームの勝敗のみではなく、体育授業で ICT

機器を活用することで学生間や学生と教員間と
の対話的な取り組みが増える授業構成を目指
す。
大学毎に使用できる機器は異なるが、本稿に
おける体育授業で使用する ICT機器は、タブ
レット端末、ELB-ELM75S8（ELMO）22）のよ
うな大型モニター、学内Wi-Fiとする。大型モ
ニターは外部モニターとしてパーソナルコン
ピュータやタブレット端末の画面を投影するこ
とができる。その他にもタイマーの表示やイン
ターネット検索、手書きができるボードとして
使用できる機能等がある。
本研究では、スポーツ現場で活用されている
動作分析や試合分析、映像フィードバック方法
を参考にしながら、大学における体育授業を想
定し、ICT機器の活用方法を提案することを目
的とする。

2．ICT 機器の活用方法に関する提案

2.1．動作分析
スポーツ現場では運動を実施する者の動作を
分析するために様々なアプリケーションが活用
されている。和田（2020）は大学教員を対象に
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タブレット端末の利用状況を調査した 23）。そ
の調査の中で利用歴のあったアプリケーション
の 1つに「ウゴトル」（株式会社ウゴトル）が
ある。「ウゴトル」では、コマ送りや 0.1～ 4.0

倍速までの可変速再生、2つの動画を同期する
比較再生、左右反転表示、拡大縮小表示等を無
償で行うことができる。よって、「ウゴトル」
を活用することで学習者の動きを客観的に視聴
および分析することができると考えられる。
本稿ではバレーボールを例に「ウゴトル」を
利用した ICT機器の活用方法について検討し
た。アンダーハンドパスやオーバーハンドパス
は試合を行う上で必須の基礎技術である。試合
ではこれらのパスミスによる失点が多く見受け
られる。そのため、パスミスの原因を客観的に
分析し、改善点を検討することでパスミスを減
らすことにつながると思われる。
そこで、まず担当教員から学習者に対してタ
ブレット端末を用いた撮影方法や「ウゴトル」
の使い方を説明する。その後、撮影係の学習者
がタブレット端末のアプリケーションである
「カメラ」を用いて試合を撮影し、パスミスが
見られたシーンを「ウゴトル」へ取り込み、「ウ
ゴトル」内で低速再生やコマ送り、理想的なパ
スの映像とミスした映像を比較再生し、ミスの
原因を明らかにする（図 1）。その後の使用方
法として、今後の改善方法をチームでディス
カッションしていく方法が考えられる。その際
に、HDMIケーブルを使用し、タブレット端末
と大型モニターを接続することでタブレット端
末上の画面を大きな画面へ投影しクラス全員へ
情報を共有することができる。また、タブレッ
ト端末で撮影した映像はアプリケーションの
「写真」へ保存され、その映像はインターネッ
トを介して学習者のスマートフォンへ転送する
こともできる。また、学習者自身のスマートフォ
ンへ「ウゴトル」をダウンロードすることで授

業外でも自身の動きを視聴および分析すること
ができる。

2.2．ゲーム分析
スポーツ現場では試合中に自チームや相手
チームの強みや弱みについてデータを使って分
析している。飯塚ら（2013）はバドミントンの
ゲーム分析として「SportsCode」（Sportstec）と
いうソフトを用いた 18）。試合映像のなかで分
析したい項目ごとにタグ付けし、選手あるいは
ペアごとに特定のショットやシーンだけを収集
したファイルを作成し、それに基づいたデータ
を数値化したことを報告した。千葉＆白井
（2013） は フ ェ ン シ ン グ 競 技 に お い て
「SportsCode」を用いてゲーム分析を行った 19）。
情報のタグ付け終了後に、試合毎の選手のタグ
情報から成功率や出現率などを数値化し、分析
レポートとしてまとめた。このように
「SportsCode」ではスタッツやシュートチャー
トから、新たな気づきを発見することができる。
一方でこのような分析ソフトは有料であること
があり、予算が少ない組織の場合は高価なソフ
トの購入が困難である。そのため、スポーツ現
場では「Google Forms」（Google）と「Google 

Sheets」（Google）を活用したデータの収集、整
理、フィードバック方法が検討されている 24）。
そのため、「Google Forms」と「Google Sheets」
を活用した簡易的な分析ソフトの作成が可能で
あると考えられる。

図 1．「ウゴトル」の画面
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本稿ではテニスを例に「Google Forms」と
「Google Sheets」を活用した ICT機器の応用方
法について検討した。テニスの試合では自身が
どこへ打った球で得点し、相手からどこに打た
れた球で失点したのかについて傾向を掴むこと
がポイントとなる。そのために、得点および失
点した直前のボールの行方をデータ化すること
が有益な資料となり得る。
そこで、想定される活用方法として、記録係
である学習者がタブレット端末を使用して得点
および失点した際のボールの行方を「Google 

Forms」へ入力し、「Google Sheets」へ転送され
たデータをタブレット端末で閲覧することでプ
レーヤーである学習者の傾向を把握することが
できると考えられる（図 2）。「Google Forms」
で入力されたデータは「Google Sheets」上で円
グラフや棒グラフとして自動で作図されるが、
1試合目のデータ、2試合目のデータ、3試合
目のデータのように継時的なデータを追跡する
ためには折れ線グラフを作図することが望まし
い。そのため、先行研究で利用されている方
法 24）を参考に、事前に Google Sheetで折れ線

グラフにするデータ範囲を選択しておき、
「Google Forms」へデータが送信されたと同時
に折れ線グラフへ反映するように準備しておく
と良いと思われる。

2.3．即時フィードバック
スポーツ現場では撮影した映像を即時に選手
へフィードバックする環境が整備されている。
和田（2020）の調査では、大学教員が利用した
ことのあるアプリケーションの 1 つに
「ReplayCam」（株式会社ドリームガレージ）が
ある 23）。「ReplayCam」では、遅延再生機能で
ある「タイムシフト」という撮影したいものを
録画しながら最大 60秒前の映像を画面に映し
出すことができる。そして、撮影時間とタイム
シフト再生する時間はそれぞれ任意で設定する
ことができるため、種目に応じて設定すること
が可能である。
本稿ではバドミントンを例に「ReplayCam」

を活用した ICT機器の応用方法について検討
した。バドミントンの試合では得点に繋げるた
め相手の空いたスペースにシャトルを落とす技
術が求められる。そのため、相手の立ち位置や
スペースを把握し、正しい判断ができたか否か
を把握するために「ReplayCam」を活用できる
と考えられる。
そこで、まず担当教員から学習者に対してタ
ブレット端末を用いた撮影方法と「ReplayCam」
の使い方を説明する。その後、タブレット端末
へダウンロードした「ReplayCam」を用いてバ
ドミントンの試合を撮影し、試合が止まったタ
イミングでタブレット端末の画面を視聴するこ
とで数十秒前の相手の立ち位置や空きスペース
の状況を把握できると考えられる（図 3）。また、
大型モニターの手書きメモ機能を用い、映像か
ら気づいた点をメモしておくことで後々振り返
り、内容を整理することができる。図 2．「Google Sheets」の画面



74 2022 年度　こども教育学部研究紀要　第 2集

3．今後の展望

本研究はスポーツ現場で活用されている動作
分析や試合分析、映像の即時フィードバック方
法を参考にしながら、体育授業の目標達成に向
けた ICT機器の活用方法を提案することを目
的とした。体育授業では、仲間と楽しく運動・
スポーツを行うこととその実施方法について具
体的に学び実践することを目標としている。本
研究では「ウゴトル」や「ReplayCam」、「Google 

Forms」、「Google Sheets」の活用方法を提案した。
本研究で提案した ICT機器の活用方法は日本
代表レベルの選手の競技力を向上させるための
技能面の向上を図るものではなく、履修学生が
生涯に渡り授業内で実施するスポーツを楽しむ
ことができるように、そのスポーツを楽しめる
だけの技能を習得することを目指している。そ
のため、本活用方法は本授業の目標に対応した
ICT機器の活用方法の実践方法であると言え
る。さらに、これらツールは無償で使用できる
ため教育現場に適した方法であると言え、ICT

機器を学校体育の分野で活用するための一知見
となることが期待される。また、これらは他の
先行研究において十分に検討されていないた
め、本研究は実用化に向けた有益な提案事項と
なり得る。しかし、今回示した方法の実用化に
向けてはさらなる検討が必要であり、本研究は
実用化に向けてより一層発展していくと考えら

れる。
タブレット端末を用いて撮影するためには、
まず担当教員から学習者へ効果的な撮影方法を
講義する必要がある。公益財団法人日本パラリ
ンピック委員会（2019）は見やすい映像を撮影
することと撮影の目的に即して撮影することが
重要であると示している 25）。より良い映像を
撮影するためには、見やすいサイズで撮影し、
動く被写体を撮り逃さず、ブレを少なく、水平
を合わせ、見やすいサイズや構図を考え、状況
に応じたカメラの機能を使い分けることが重要
となる。このように動作の視聴や分析に向けて
留意すべき点は多数存在すると言える。また、
先 行 研 究 で は「Google Forms」 や「Google 

Sheets」を活用しながらアスリートのコンディ
ションデータや気象データの取り扱い方につい
て検討されてきた 24）。この先行研究ではアス
リートやコーチ、トレーナーが「Google 

Forms」や「Google Sheets」を使用するだけで
なく事後のアンケート調査から各ツールの問題
点を抽出し、今後の改善点を報告している。本
研究においても学習者が ICT機器を使用する
にあたり、扱いにくさを訴えたり、新たなアイ
デアを示したりする可能性が考えられる。その
ため、ICT機器を導入する時はアンケート調査
も実施する必要があると思われる。本研究では
様々なアプリケーションの使用を検討してきた
が、これらツールの利用が最適であるかどうか
は十分に検討されていない。したがって、今回
示した各ツールの使用が最適なツールや方法で
あるか否かは検討する余地があり、授業の質向
上に向けて他のツールやWebサービスを含め
てその有用性を検証する必要があると言える。
本研究ではスポーツ現場で利用されている

ICT機器を活用しながら解決方法を示した。し
かし、今後はそれらを活用したことによる教育
効果を検討する必要があると考えられる。小澤

図 3．「ReplayCam」の画面
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ら（2003）は映像を用いて動作を視聴した群と
視聴しなかった群を比較し、動作の習得率や学
習者の自己評価を検討した３）。また、伊藤ら
（2021）は遅延再生装置の有効性と導入に向け
た問題点の把握に向けて、対象者に対してアン
ケート調査を実施した 15）。このように授業の
質向上に向けて、学校教育における ICT機器
の活用に伴う教育効果を検討することで方法論
をさらに詳細に検討することができると考えら
れる。加えて、教育現場では小学生や中学生、
高校生、大学を対象に様々な教育機関で ICT

機器を活用した体育授業の事例が報告されてい
る３－６）。日本では小学校から ICT環境を整え、
それを適切に活用した学習の充実を図ることが
目指されている１）。そのため、今後も小学生を
対象とした体育授業における ICT機器の活用
や ICT機器を活用したルーブリックの作成に
向けた検討が必要であると考えられる。

4．おわりに

本研究ではスポーツ現場で利用されている
ICT機器を用いながら大学における体育授業の
質向上を目指して ICT機器の活用方法を検討
した。その結果、無償で使用できるツールを用
いて動作分析やゲーム分析、映像の即時フィー
ドバックの方法を提案することができた。本研
究の実践は、学生間や学生と教員間との対話的
な取り組みが増え、ICTがコミュニケーション
の 1つとして期待できる。今後は実用化に向け
て実践時の学生の学びを含め ICT機器の最適
な選択や教育効果、評価方法を検討する。

研究分担
稲井勇仁：はじめに、ICT機器の活用方法に関
する提案、今後の展望、おわりに
岡本浄実：はじめに、今後の展望、おわりに
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Abstract

Examination of Physical Education Classes Using Examples 
of Ict Use in Sports Settings

Yuto INAI, Kiyomi OKAMOTO

In recent years, ICT equipment has become increasingly popular in sports and school settings. In schools, the 

effectiveness of learning needs to be improved through such equipment, and in Japan, classroom practices and 

their educational effects are expected to be improved. In sports, different types of ICT equipment and 

applications are being used to analyze the movement of exercising individuals and provide immediate feedback 

to athletes and staff from the recorded video footage; the data is also used to analyze the strengths and 

weaknesses of one’s own team and the opposing team during a game. However, there are challenges to using 

ICT equipment in schools, including its high cost and the time and effort required to install it. Therefore, the 

use of free or low-cost ICT equipment that can be easily installed and used in schools is desired. The purpose of 

this study was to propose three ways to use ICT equipment to achieve the goals of physical education classes at 

universities, referring to the use of ICT equipment in sports settings. This paper assumes the implementation of 

badminton, volleyball, and tennis. ICT equipment available for use in physical education classes shall be tablet 

devices, large monitors, and Wi-Fi on campus. Through this study, we were able to propose methods of motion 

analysis, game analysis, and immediate feedback of video images using free tools. Thus, this can be considered 

a practical way to utilize ICT equipment to achieve class objectives. It is, however, necessary to study the 

optimal selection of ICT equipment, educational effects, and evaluation methods for practical use in the future.

Key word: ICT, Physical education, Tablet terminator


